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我々は防jJl\U制度能の測定方法として，一般に風下の風速比を選んでいるが，風下に於ける風

の乱れの強さは防風林風下の風速減退効I1~fZ:)(きい役割をつとめる樹冠の状態により著しく影

響されるものでまうるから，従ってとれを測定するととも有効な防風材は幾能判定の一方法であ

る。然し乍ら，一般に防風林風下の風の乱れの強さは主として防風林の樹冠の状態を，叉風下

の風速比は校下樹幹の状態を多分に反映するものでp 従って両者は幾分その性質を異にする。

そとで防風林の樹冠の状態も枝下樹幹の状態も共に充分反映された防JJl\\.林風下効果の測定方法

として試みたのが本研究である。ヨたに述べる本研究は風下に於けるJlt辿比とJltの乱れとの相関

性を検討すると共に p 防風林の機能と両者の相関度との関係に就いて考究したものである。

向と L に本研究に就いて観測，]，耳胡望めを犯当せられた樫山徳治氏その他の方々に深甚の謝:ま

を表するものである。
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観測及び考察

!出J!!l\.林による風速減衰の影響は ， p)j風林帯による J!1.0) ßlL[[二分解作Jl J とその前後に生やるも時流

及び乱流のIB大による風の撹乱によってー起るものであるととは p 弐の観iJ!i1によっていl月らかで、

3うる。

今， r i:fD 去に掲げた惟遣を有するl坊J!ll\.林」に就いて風下の風の乱れの強さの変化と風速比

の変化との相関を求めると第2 去のようである。

~fÇ 1 夫供与t防風\i'1'の半ilia治

林 形
林帯の隔 !葉泣/凶二 Li LxW 胸高直径/水平面積m2 DxW w .~ (ffi� I -.-- (g) (kg) b - (cm) (cm) 

雛形 J木 a 型 14.79 1,539.3 22.8 6.5 96.0 

か b か 14.79 1,250.8 I 18.5 

11 C I1 6.95 1,540.0 10.7 

ゥ d か 4.35 2 , 345.0 I 10.2 

帰第2 国有訪風林 | 104.00 122.6 12.8 

6.5 

6.5 

6.5 

26.5 

56.6 

45.0 

28.3 

2 ,756.0 

備考雛形林は，くろまつ幼壮令オミ0311':1の方を 2mの長さに伐り取って，地中指込の部分を O.5m と

し，樹高1.5mのIJ、形防風林を海岸砂地に設けたものである。

蹴形林 a型は， ~.本議木(土地際迄1交をつけ，その他の林内木は地上 70cm 迄下授を除去した

ものであり， b 型は a 型中に幅 6.09m の空地帯を作ったもの c 裂は林縁木 3 列l土地際迄

校をつけ，林内木l土地上 70cm 迄下校を除去したもの， d型は全林木地際迄校をつけたもので

ある。

吹走塁第 2 国有防風林は雛形林を設けた場所の背後にある海岸防風林でi樹種はくろまつである。

雛形林は 1 本の占有面積 O.866m2 であり，国有防風林のそれは 4.882m2 で2らった。向雛形

樹の平均胸高直径は 5.5cm であった。

(吹越第 2 国有防l武林斗:Ïl1l浜クロマツ海岸防風林)

ti'5 2 表 I山風林風下に於ける乱れの強さの変化と風謹上ヒの変化との相関支

a b c I d 吹越第 2 国有
~ ~ I I守風林

i 仔型)_J _i1日吐I (正明 I (与坦上旦哩し
で|ーω803 -0.6410 I -0.7141 I -0.2904 -0 附
一一一!_~ _1_  

L: (y一子) (z 五)
て=一一一一二

，/L: (y-yV.1.'(z- 云)2

但し予=_l-L:Y ， Z=_l_L:z 
n n 

1三;:; r::::::1 

乱れの強さ Y%

l風速比 z% 

(第 5 表参照)
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第 2 表で得られた相関係数 T の有意性及び信頼限界をみると ， r を標本相関係数， p を母:集

団相関係数として ， r の値から母:集団の p を推定すると第 3 表のよ うになる。

第 3 表 T の有:古:性検定表

有 意、 性 信頼限界

a 有志;
95%の確率で

l α= 0.1 %の危険率で p = o と言ろ仮説は棄却される。
N=7 

7"=0.9803 

- 0.98 .:5:ρ三一0 . 875
i 即ち ， 0. 1 %の危険率てY とZ と相関がある と認めら - V. .JU::::::::=' f'

オL る。

b 

N=7 

τ =--0 . 6410 

c 

N=7 

7ニー0.7141

d 

N ~~ . 5 

τ= - 0 .2904 

| 非有意

α= 10%の危険率でも p =o と言う仮説は棄却されな

卜。即ち1a回に l 回以上も Y と Z と の聞に相関がな
いと言う結果になると認められる。

有意

α= 10% の危険率で p一二 0 と言う仮説は棄却される。

即ち 10%危険率でy と z と相関があると認められる。

非有志

有意性は全然問題にならない。

吹越第 2 国有防j武林 非右意;

N=5 有意性は全然問題にならない。

でこー0 .0508

90%の確率で

-0 .88三三ρ三五十 0.03

90%の確率で

0.92三三p豆一0.07

90%の確率で

0.77孟p孟十0.425

90%の確率で

-0.88豆p豆 + 0.87

即ち ， 封I~ÎI予防風林 a型，及び c型では，風背l乙於ける乱れの強さの変化と風速比の変化と の

問にだいたい相関が認められるし， b 型， d 型及び固有防風林では全然認められ左いが， と

れは前述のように厚い (1隔は狭くても密度が大であれば厚い林帯と考えてよい。即ち b型では

L が小さく，叉 c 型と d型を較べると L xW は両者共にほ ピ同様であるが， D xW は後15・が

はるかに小さく，従ってと の場合 c 型は比践的厚い林帯と考えてよい)林帯では林司?を吹き抜

ける風が少いから p 風下の風速は乱れの強さ に左右せられるととが多しとれに反して薄い林

帯では吹き抜けの風l乙影響せられて ， 部分的i乙乱れの影響が明瞭に現われて来ないのであろう

と考える。叉とのような風の吹き抜けの度合は，そ の時の風速によっても異なるものであり ，

従って観測時の風速も考慮、の "I-' IC 入れなくてはならない。 今p 夫々の観測時Ic-}jさける標準風速

をみると，

1f~ 4 表 観測|時の棋準J.iJlU:âf

林 形 1 獄t形林 a 型 b 型 c 型 d 型 | 吹越第 2 国有防風林

標準風速 ill/ s I 7.82 8.26 8 . 0つ 8.61 11.7 

であれ第 1 表及び釘~2 表によって c 型及び d型を比較すると ， 両観測時の風速はほ Y同様

で，葉量も亦殆んど同様であるが，と の両討は前述の ように~*形と胸高直径合計が異な り， 胸

‘ 
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高直径合計の大きい c 型の方が， ~i~f. ろ僅かに乱れの強さが小さく，風速比の変化は両者'共にだい

たい同様であるのがみられる。即ち，林11予の相遣を除外して考えると，との場介脈j高也径合計の

ブミノj、は余り防J!lit林効県に響いて来ていない。共に初立jß風速の僅かに異なる a型及び b~'!では p前

者"は後行よりも，胸F2i直径合~l ， Ït~景 j与にはるかに大きいが， a 型は b型よりも風背の乱れが

大きし)互い主よじは僅かに低率を示している。即ち，この場合には}1!l\.背の風の乱れの増大は主と

して葉荒のをによって資らされたものと考えるべきであり，とのととから樹冠は風下に於ける

'i1，iIMêの生成に与えるとと大なるものがあるととがわかり，叉 c型と dW!の比較からは，胸正:j lÜ

径の大小は主として林帯を吹き抜ける風の阻止に影響を及ぽすものであるととがわかる。との

ととは， HI向j詰'jI!Ï径合;;!.の飛び、離れて大きい吹越第 2 固有防風L林の乱れの強さが他の 4 者aのイi'Jれ

よりもノj、さく， 11風速比は他の 4 者のイi'Jれよりも慌かに，或ははるかに高率で、あるととからもな

っとく tP，来るととである。只吹一辿第 2 固有防風林ìJ!lJ定時の椋ijß風jjßは n.7m で，他の 4 才fの

場合よりも約50%程度大きい。従って比較的疎立する林帯の樹幹部を吹き抜けた風のために，

風脊の乱れの強さの低減と風速比の向井を来たしたととも充分に与えられるのであって， 1，，)率

に他の 4 者との比較は1-1 1来安ftいが，一両とのような強風時に防風林風下の効果が低落するとと

は，それ白休防風林としての機能の不充分なととを示すものであろうと考えられる。

1M次 l乙以 kの~察に川いた各防風林の風下の乱れの強さ及び風速比の他を掲げるとニグく表の通

りで、ある。

第 5 去 雛形防風林及びくろまつ海岸防風林風下の乱れの強さと風速i七の変化

-J(ー??L Li--1J ととI~__ 25 30 Vo m/s 林形

a ! ð/吾 |78414ω: ~~.~ ~~.~ ~~.~ ~?~ ~;.~!勺 O
V/Vo ! 18.2 51.5 I 54.5 65.3 I 65.2 I 61.7 I 65.7 I ' .U 

b 
σ/'1 
V;Vo 

46.0 
26.8 

31.7 
65.8 

25.8 I 12.1 
54.8 , 61.7 

28.7 
72.8 

26.0 
72.1 

22.7 
60.3 

8.26 
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σ/予=乱れの強さ(%)

σ=風速の標準偏差(m/s)

干=平均風速 (m/s)

V/Vo= 風速比(%)

Vo =標準風速 (m/s)

V 二各測点の風速加Is)

上表は更に fig. l~fig. 5 に図示されている。
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横浜くろまつ海岸防風林風下の風速比と舌Lれの強さ
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Fig.2 雛形防風林風下の風速比と舌Lれの強さ A型
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Fig.3 蹴形防風林風下の風速比と苦Lれの強さ B型
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Fig.4 雛形防風林風下の風速上とと乱れの強さ C型
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Fig.5 雛形防風林風下の風速比と苦Lれの強さ D型

100 
。乱れの強さ

+風速Jt

6~ 

/+~「
/白

/ 

p// 
叫
ー
山
川
川
」

Ih 5h 10h 

相帥紘一一一一→
15' 20h 25" 30" 

附図 (1) K{trman. 

0.2 

10 20 50 10' 103 i04 105 106 

一一←司令

尺



休業試験場研充幸Il告第 56 号 -231 一一

附図 (2) (J酎同試験規定土り)

n
h判
官
句
" 、、ふ

言ヰミミ;主均一一一

円>t&.

内
本主

-
3

・
』
句• 

c
 

Z

山
内

M
L叫
川
川
口
U明
白

α2 O. {, I ユ r~ 雪 L マ!'i IC 10‘ 10' 10、 iι' 10‘ 
R -ー→

緒 ー日

以上は観il!l!fú もゆく，之によって結論を得るととも凶難であるがp 然し乍ら一応防風材4fk能

の判定に就いての就j県的な方法の考究に役立ち作るものと考える。即ち防Øl~林I!l\l下に於て_­

Iの風辿・に対しp 乱れの強さと風速比との変化曲線の相関 c法相関であるが)の度の高いもの

札;f:;f~1，1~のより強い防風機能を示すもの L ょうであり，今後防風材、機能の判定に当つては p 単

に)ffi_~下の}!!\l辿比のみによらや，とのような方法も試みらるべきではなかろうかと考える。

摘要

従来防風林風下の効~~は，風速比乃至乱れの強さによって測定していたのであるが，樹冠は

主として風 FI乙於ける iN.ì流の生成に寄与するものでるり p 粒Jj昨は主として林正告を吹き抜ける尿L

の阻止に影特を及ぽすものであるととから，風速比も百LJLの強さも共に林帯の機能をととごと

く夫わし1'Jるものではなく，とのためには防風林風下に於ける一定の風速に対する乱れの強さ

と風辿比との変化rl!J紘の相関!主の大小を考えればよいがp とれによって防風林風下の効果を示

すため lさは， 1~J多くの観測を行って A~準となるべき自立を求めて世かなくてはならない。


